
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

池田地区活動計画 

池田地区の理想 
 

・地域でつながりがあり、高齢者が安心して暮らせる 
    
・子どもから高齢者まで多世代交流ができる 

    
・地域活動に多くの人が参加、つながりを実感できる 

   
・ICT など時代や必要に合った福祉が充実している 

  
・地域の各団体と連携して、企画や活動をする 

    
・若い世代の人が地域活動に参加してくれる 

    
・多世代の方が気軽に話をできる居場所がある 

    
・駅前や商店街がにぎわい、地域の居場所となる 

    
 

実現するための取り組み方 
 
・近所の人を気にかけられる、最初のつながりづくり 
 

・マンションなど、つながりや見守りの薄い場所との 
話し合い、地区福祉活動の説明の機会を作る 

 
・お祭りや学習など、多世代がふれあえる企画をする 
    
・掲示板、回覧板、チラシなど地域広報で地区活動を宣伝 
 
・当事者の実際の声を聞ける、話し合える場所を作る 
 
・各団体や多世代と情報共有ができる場所をつくる 
 
・活動の役割や負担が重くない、やりがいや楽しさを 

伝えられるように、地区活動の運営体制を見直す 
 
・商店街を活用したイベントの開催や居場所づくり 
 

 

つながりを作っていく 
池田地区の福祉活動 

 

令和４年 10 月 30 日（日） 
住民懇談会 保健福祉総合センター 

学生や多くの団体・住民・行政・社協も参加 

地域のあたたかな見守り、声かけ訪問 

熱中症対策のためお茶と塩飴をもって訪問 
 
 

七夕まつり 笹と七夕飾りをプレゼント 
駅前商店街で多世代交流のイベントを開催 

 
 

 

色んな人 
みんなつながる池田地区 

地域の身近な場所でのつながりと活動 

計画でまとめると 

福祉活動や懇談会の中で話し合い 



 

  

 
 
 

  
 
 

  
 

一人ひとりを大切にする、日々のつながり 
 ① 今ある人と活動を大切にする 

・活動のやりがいを再発見するため、地域の福祉活動を話し合う場を作る 

・運営体制を見直し、無理なく継続して活動できる体制づくりを考える 

② 地域の見守りの目を広げる、気づく 
 

・向こう三軒両隣の見守り、声かけをする。気になる人は全体で話し合う 
・専門機関、福祉施設などの研修や話を聞き、福祉の観点を深める 
③ 一人ひとりの声を拾い、それに基づいた活動を考える 

 

・地域住民の生活のお困りごとをまとめ、定例会で話し合う 
・参加者が、やりがいや参加する喜びを得られる活動を考える 
・参加できない、していない住民の思いに寄り添って考える 
④ 口コミを広めるため、出向いて参加を呼びかける 

 

・他の団体や活動に参加し、活動紹介をする 
・参加のハードルを下げる体験や活動を検討する 

 

伝える、伝わるための関わり 

お互いを気にかけあえる関係づくり 

 

・関わりが難しい人や場所の情報共有をする 
・専門機関や周りの人と相談しあえる場を作る 

 

つながりが薄いところへの関わり 

 

 マンション・地域 
・マンションの管理者に話し合いの場を提案する 
・掲示板や回覧板などへの広報の掲載を依頼する 

子ども・若者 

・子どもを対象とした居場所、イベントを行い、
地域活動を知ってもらうきっかけ作りをする 

・学校の教育に協力できる活動を考え、提案する 

高齢・障がい・外国 

・移動、障がい、言語などの壁を意識した 
バリアフリーな活動、広報。ICTも検討する 

  すべての取り組みがつながっていく 

地域資源への気づきと活用 

様々な団体・組織と交流し、協力していく 

・イベントなどで、団体や世代の垣根を越えて

協力、参加できる活動をする 

・他団体主催のイベントにも参加し、 

顔見知りを増やして地域活動を知る 

・地域の各団体が集まり、意見交換をする 

その中で重なる活動は協力できないか話し合う 

身近で愛着のある場所を使う 

・商店街のお店や地域の場所に声をかけ、 
一緒にできる活動を考えていく 

・地域活動を身近に感じてもらうため、 
歩いて行ける、見える場所で活動をする 

みんなつながる、孤立させない地区福祉をめざす 


